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  児童生徒の実態 

(1)給食について 

 給食時間を楽しいと答え、多くの児童生徒

が給食をおいしいと答えているが、半数以上

の児童生徒が給食を残すと答えている。残す

理由は、「苦手（きらい）な食べ物がでた時」

が一番多く、好きなメニューは、カレーや肉

料理で、嫌いなメニューは魚料理、野菜料理

と答えており、給食の様子からも、魚・野菜

を苦手としている児童生徒が多い。残滓も

魚・野菜料理が多い。 

(2)朝食について 

 小学生９７％、中学生９０％が朝食を毎日 

食べてきており、食べてこない児童生徒の理 

由は「食べる時間がない」「食欲がない」であ 

った。また、食べてくる内容は、ごはんやパ 

ンなどの主食は食べているが、おかずを食べ 

 

 

 

 

 

ない、特に野菜を食べない児童生徒が多くみ 

られた。また、食べたと答えても、食べる量 

が尐ない、飲み物だけという児童生徒もおり

空腹のため体調不良を訴える児童生徒もいる。 

 

重点目標 

 児童の実態から、次の重点目標を設定し、

小規模調理場のよさを生かして給食を生きた

教材に高め、地域の教育力を活用した食育を

推進したいと考えた。 

 

 

 

 

 

実践内容 

(1)献立内容の充実によるバランスのよい食

べ方の育成          資料１   

献立を生きた教材とするために、献立計

画に基づいて栄養教諭が献立を作成し、給

食主任、栄養教諭、調理員で構成される献

立委員会で、各学級の給食の様子や残滓状

況などを集約し、献立の組合せや味付け、

使用する食材等について検討している。 

①行事食・郷土食 

季節の行事と関連づけたメニューを取り

入れて、食の歴史や地域の文化や伝統にふれ

ることで、食への関心や郷土愛を高めるよう

にしている。 

 

児童生徒への教科・特別活動等における教育指導 事例９ 小規模共同調理場 

 

学校給食を生きた教材として活用した食育の推進 
 

広野町学校給食共同調理場栄養教諭 赤津由紀子 

 

<給食時間は楽しいか？> 

 

<給食は残すか?> 

目標１ 献立の工夫や地場産物を活用し、バ

ランスのよい食べ方を習得させる。 

目標 2 地域・保護者との連携を推進し、地域 

全体の食への関心を高める。 

 



②セレクト給食        資料２ 

  毎月１回セレクト給食の日を設定し、主 

菜や副菜、デザートなど２種類の中から選 

ぶようにしている。その際、選ぶポイント 

を提示し、各クラスで栄養価や栄養の違い 

などを担任が説明し、それを聞いて児童・ 

生徒が考えて選ぶようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③リクエスト給食       資料３ 

 児童生徒が、栄養バランスを考える機会と 

してリクエストメニューを募集し、献立に取 

り入れている。実施する際は、栄養価を算出 

し、栄養バランスや旬の食材を考えながら修 

正し実施している。 

 

 

 

 

(2)旬の食材、地場産物の活用 

①行政との連携 

町の産業グループが中心となり、町の直売

所の会員である生産者をとりまとめ、地元の

新鮮な旬の野菜等を給食に使用している。 

産業グループが共同調理場と生産者の中

間に入ることにより、発注の配分や連絡等が

スムーズに行われている。また、納品当日も

産業グループの担当者が野菜等の品質や農薬

等を確認してから学校に納品するようにし、

より安全な食材の確保に努めている。 

また、生産者との懇談会を実施し、月毎に使

用できる野菜の種類や品質、規格、今後の生

産計画等につい

て話し合いをし、

できるだけ多く

の地場産物を使

用できるようにした。 

      地場産物購入の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生産者マップの作成      

 児童生徒の郷土愛や感謝の心を育むために 

給食で使われている地場産物が、町のどこで 

作られているかや生産者の方々を紹介するマ 

ップを作成し掲示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生が考えた 

メニュー 

（ミネストローネ・ 

チーズハンバーグ） 

発注 

支払い 納品 

産業グループ 生産者 

共同調理場 

連絡・調整 

<協議内容> 

・発注配分、生産者との連絡調整 

・作業・防除日誌による品質、農薬確認 

・生産者毎の支払い ・懇談会の開催 

生産者マップ 



(3)給食時間の指導 

①掲示・放送資料の作成 

給食に使用している地場産物や旬の食材

を生産者の名前、場所、顔写真の資料と併せ、

給食室の前に

毎日掲示して

いる。 

 

 

また、毎日の献立や食材、栄養、行事、生

産者、調理の様子等を紹介した放送資料（ラ

ンチタイムニュース）を作成し、給食コーナ

ーに掲示するとともに、給食時間に児童生徒

が放送し、給食への関心や食の知識を高める

ようにしている。        資料４ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②巡回指導・学校訪問 

栄養教諭が給食時間中に各クラスを巡回 

し、献立や食材の紹介をしている。 

③交流試食会の実施 

 地元の生産者や調理員

との交流試食会を実施し、

お互いの意識の向上に努

めている。 

 

 

 

 

 

(4)保健給食委員会の活動 

①給食時間の放送 

毎日の給食時に「ランチタイムニュース」を

放送している。 

②給食コーナーの掲示 

給食コーナーに毎

日の献立を記入し、

使用する食材パネル

を掲示している。 

③ポスター作成 

歯の衛生週間や朝食摂食率１００％週間

等にポスターを作成し掲示している。 

④紙芝居の実施 

給食時間に食や健康に関する紙芝居を実

施している。 

 

 

 

 

(5)教科等との連携による給食 

 生活科や総合的な学習の時間に栽培した

野菜等を給食の献立に取り入れている。 

（さつま芋・もち米しいたけ・まいたけ・さやいん

げん・なす等） 

 

 

給食室前の食材の展示 

しいたけ取り 田植え 

お礼の手紙を書

きました。 

米を食べてくれない

と日本の農業は大

変！貴重なお話をた

くさん聞くことがで

きました。 



(6)食育授業の実施        

食育の指導計画に基づき、食育授業を実 

施している。        資料５ 

 

 

 

 

 

 

①授業実践例１（学級活動）１年生 

  「すききらいなくたべよう」 

気

づ

く 

・ワークシートから好きな食べ物をさが

し○をつけ、好きな食べ物の偏りに気

づく。 

 

深

め

る 

・３つの元気っ子と食べ物の働きを知る。 

（栄養教諭） 

・給食で使われている食べ物を３つの元 

気っ子に分け、好き嫌いなく食べるこ

との大切さを知る。 

ま

と

め

る 

・これから給食を食 

べるときにがんば 

ることを考え発表 

する。 

 １年生は、生活科において調理場の見学

学習も実施しており、教科との関連におい

て好き嫌いなく食べようとする意欲を高

めることができた。 

②授業実践例２（生活科）２年生 

  「野菜パワーをしろう」 

気

づ

く 

・日頃の食事のとりかたをふりかえる。 

 

深

め

る 

・野菜パワーについて話を聞き、野菜を食

べるとたくさんよいことがあることを

知る。（栄養教諭） 

・レタス・大根・キャベツ・かぶ・なすの

グループに分かれ、野菜作り名人より話

を聞く。（社会福祉協議会に依頼） 
ま

と

め

る 

・わかったことを確認する。 

・次時の話を聞く。 

 

 野菜を食べることの大切さを知り、野菜

を食べようとする意欲を高めることがで

きた。 

※最後にお世話になった方々を招待して、野

菜サラダパーティーを開いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業実践例３（学級活動）３年生 

「よくかんで食べよう」 

気

づ

く 

・好きな献立調べから自分の食べ方を振

り返る。 

 

 

深

め

る 

・ごはんをよくかんで食べ、かむ感覚を

体験する。 

・かむことのよさを知る。 

「ひみこのはがいーぜ」（栄養教諭） 

・よくかむために自分でできること「わ

たしの歯がいーぜ作戦」をグループで

考え発表する。 

ま

と

め

る 

・「わたしの歯がいーぜ作戦」から自分の

実践内容を決める。 

 よくかんで食べようとする意欲を高め、

給食の時間や家庭で実践させることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

小１ すききらいなく食べよう 

小 2 野菜パワーを知ろう 

小 3 食べものの好き嫌い 

小 4 よくかんで食べよう 

小 5 食べ残しと環境問題 

小 6 生活習慣病と食事 

中 健康を考えた食事のとり方 

サラダパーティ

ー 
野菜作りって大変。でも

野菜をおいしく食べられ

るようになりました。か

ぶや大根の葉もおいしく

食べたよ！ 

自分たちが作った野

菜を使って「スペシ

ャルパワーサラダ」

を作りました。 



(7)家庭・地域との連携 

①給食だよりの発行（月１回）  資料６ 

アンケートの結果や学校での食に関する

活動や給食時間の様子などの写真を掲載し、

興味をもって読んでもらえるよう工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②食育だよりの発行（学期１回） 

 長期休業前に発行し、長期休業中の食生活

について、簡単にできる朝食レシピなどを掲

載した。 

③給食試食会・食育講演会の実施 

幼稚園、小学校では、合同の保護者の給食

試食会を実施し、アンケートや試食会後に栄

養教諭による食育講話を実施した。 

また、学校行事として、ふくしま教育週間

に、児童と保護者が一緒に地元劇団による食

育劇を鑑賞した。 

中学校では、保護者が共同調理場を見学し、

栄養教諭との懇談をした。給食時間には学校

で給食を試食した。 

 

 

 

 

 

公民館事業の一環として、町の食育講演会

で、栄養教諭が給食の取組みや児童生徒の実

態、食育について講話を行なった。 

④町の収穫祭への参加     資料７ 

 栄養教諭が町の収穫祭の実行委員の一員と 

なり参加した。食育コーナーを設け、地域の 

食材を使った手作りおやつを作るコーナーや 

レシピ集を作り配付した。また、生産者マッ 

プを掲示するなど、地域の方々に学校給食を 

知ってもらう機会とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤個別懇談の活用 

 個別懇談用の食育だよりを作成し、朝食調 

べの個票と一緒に配付し、懇談時に家庭での 

食生活についても話し合う機会を設けた。 

 

 

米粉・季節の野菜を利用したレシピの紹介 



 

成果と課題 

(1)成果 

①目標１ バランスのよい食べ方の習得 

毎日実施している給食残滓率調査から、残

滓率が減尐している傾向が読み取れ、給食を

残さず食べようとする児童生徒が増えた。こ

れは、毎日の給食時間における学級担任の指

導、児童の委員会活動及び授業を中心とした

食べ方の指導の成果と捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、朝食摂取率 100％運動における朝食

の内容に関する調査では、朝食を 3 つの食品

群を意識して食べてくる児童が増えており、

児童の意識の高揚とともに、保護者の意識が

食事内容の改善につながったものと捉えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地場産物の活用率が上がり、給食に使われ

ている食材に関心を持つ児童生徒が増えて

いる。特に地元の野菜を活用する割合が高ま

っており、その内容をたより等で知らせてい

るため、関心を持って野菜を取る傾向が見ら

れている。  

   

 

 

②目標２ 地域の食育への関心の高揚 

 学校給食や食育の授業、食育講演等の取組

みで、保護者の意識も高まり、朝食内容の改

善に繋がっている。試食会や食育講演会後の

意見交換でも、家庭で食についての会話が増

え、食事作りを考えるようになったとの意見

が多くだされた。   

また、町役場や地元生産者との連携や交流、

収穫祭での食生活推進委員会との連携、公民

館事業への協力を通して、地域全体の食育へ

の関心が高まっている。 

 

(2)課題 

今までの取り組みで、より明確になった

個々人の偏食等の食生活の課題を解決する

ため、食育コーディネーターや養護教諭と連

携し、保護者も交えた個別指導の推進が今後

の課題である。 

また、地域の食育への関心をさらに高める

ため、地域の健康課題改善に向けて、様々な

事業を展開している保健センターとの連携を

強めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

給食残菜グラフ 

・地場産物の活用率 

平成２０年度１１月４２．２５％ 

平成２０年度１１月６３．０８％ 

 

朝食内容比較グラフ 


